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積
極
的
な
財
政
運
営
を

【
問
】
①
平
成
29
年
度
の
財
政
調
整

交
付
金
は
、
ほ
と
ん
ど
基
金
に
積
み

立
て
ら
れ
た
。
22
区
と
比
較
し
て
サ

ー
ビ
ス
等
が
見
劣
り
す
る
も
の
も
あ

る
。
基
金
を
原
資
と
し
て
区
単
独
事

業
を
洗
い
出
し
、
事
業
化
を
図
る
こ

と
で
格
差
解
消
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

②
平
成
30
年
度
も
増
収
が
続
け
ば
、

我
が
党
の
予
算
要
望
の
う
ち
実
現
さ

れ
て
い
な
い
事
業
や
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

的
課
題
解
消
、
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
等
に
財
源
投
入
す

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

③
新
年
度
予
算
編
成
で
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
議
会
、
区
民
か
ら
の
要
望

に
真
摯
に
向
き
合
っ
た
行
財
政
運
営

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
都
区
財
政

調
整
交
付
金
と
特
別
区
民
税
収
に
つ

い
て
、
決
算
審
査
に
お
け
る
議
会
か

ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
見
込
み
を
立

て
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
区
長
】
①
景
気
は
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
い
る
が
、
十
分
慎
重

な
備
え
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
所
得
の
再
配
分
も
重
要

で
あ
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
等
、

真
に
区
民
に
必
要
と
さ
れ
る
在
り
方

を
見
極
め
、
対
応
を
進
め
て
い
く
。

②
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課
題
の
解
消
や
、

少
子
・
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
エ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
等
、
優
先
順

位
を
見
極
め
、
機
を
失
す
る
こ
と
な

く
適
切
な
財
源
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

【
政
策
経
営
】
③
都
区
財
政
調
整
交

付
金
に
つ
い
て
、
よ
り
適
正
な
見
込

み
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
特
別
区
民
税
収
に
つ
い
て

は
、
区
滞
納
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
中
心
と
し
た
収
納
率
向
上
対
策

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
景
気
動
向

を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
よ
り
確
実
な

見
込
み
を
立
て
て
い
く
。

一
体
的
な
活
用
で
地
域
還
元
を

【
問
】
都
施
行
の
花
畑
北
部
土
地
区

画
整
理
事
業
区
域
内
に
、
区
用
地
と

隣
接
し
た
保
留
地
が
あ
る
。
区
用
地

と
一
体
的
活
用
を
前
提
に
、
地
域
還

元
の
活
性
化
施
設
の
整
備
を
検
討
し

て
い
る
。
都
は
土
地
区
画
整
理
事
業

完
了
ま
で
に
保
留
地
売
却
を
済
ま
せ

る
必
要
が
あ
り
、
早
急
に
活
用
方
針

を
決
定
す
べ
き
だ
が
状
況
は
ど
う
か
。

【
資
産
管
理
】
都
は
２
０
２
１
年
度

末
ま
で
に
保
留
地
を
売
却
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
、
区
は
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
公
益
的
な
施
設
誘

致
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
処
分

を
同
時
に
行
う
等
、
複
雑
な
手
続
き

と
期
間
が
必
要
と
な
る
た
め
、
区
が

保
留
地
を
取
得
す
る
こ
と
を
視
野
に

入
れ
、
都
と
の
協
議
に
努
め
て
い
く
。

女
性
が
活
躍
で
き
る
計
画
を

【
問
】
女
性
が
政
策
・
方
針
決
定
の

場
に
参
加
す
る
割
合
を
高
め
、
女
性

の
意
見
が
職
場
や
社
会
、
政
治
の
面

で
反
映
さ
れ
に
く
い
現
状
を
解
決
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

区
で
は
ど
の
よ
う
な
計
画
に
基
づ

い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
の
か
。

【
地
域
】
今
回
改
訂
し
た
「
第
７
次

足
立
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」

で
は
、
意
欲
の
高
い
女
性
を
積
極
的

に
登
用
、
能
力
を
発
揮
し
て
も
ら
う

た
め
の
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
ず
、
区
内
企
業
や
地
域
団
体
が

ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
か

を
把
握
し
、
女
性
活
躍
推
進
の
た
め

の
数
値
目
標
の
設
定
や
事
業
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
く
。

魅
力
的
な
公
園
づ
く
り
を

【
問
】
子
供
の
運
動
不
足
の
原
因
と

し
て
時
間
、
空
間
、
仲
間
の
３
つ
の

減
少
が
考
え
ら
れ
る
。
パ
ー
ク
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画
の
施
設
配
置

の
考
え
方
に
「
ボ
ー
ル
遊
び
コ
ー
ナ

ー
」
と
あ
る
が
、
お
で
か
け
エ
リ
ア

毎
の
配
置
は
現
実
的
に
可
能
な
の
か
。

【
み
ど
り
】
現
在
、
ボ
ー
ル
遊
び
コ

ー
ナ
ー
は
17
の
お
で
か
け
エ
リ
ア
の

う
ち
10
エ
リ
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

残
る
７
エ
リ
ア
で
は
、
既
存
施
設
や

都
立
公
園
の
活
用
に
よ
り
、
エ
リ
ア

毎
の
設
置
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

家
庭
保
育
手
当
の
創
設
を

【
問
】
昨
年
、
第
３
回
定
例
会
で
、

提
案
し
た
家
庭
保
育
手
当
に
対
し
て
、

研
究
し
て
い
く
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

施
設
整
備
だ
け
で
な
く
、
待
機
児
童

抑
制
と
解
消
を
目
指
し
て
手
当
創
設

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
共
働
き
世
帯
の
増
加
等

に
よ
り
保
育
需
要
が
上
昇
傾
向
の
中
、

手
当
支
給
は
、
保
育
需
要
に
対
応
す

る
た
め
の
施
設
整
備
費
用
と
、
在
宅

で
の
子
育
て
支
援
費
用
の
二
重
の
財

政
負
担
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
動
き
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

支
援
物
資
を
管
理
す
る
対
策
を

【
問
】
災
害
時
に
お
け
る
物
資
集
積

場
所
運
営
及
び
物
資
輸
送
の
協
力
等

に
関
す
る
協
定
書
が
太
成
倉
庫
株
式

会
社
と
の
間
で
結
ば
れ
た
。
支
援
物

資
が
届
い
た
際
の
管
理
体
制
、
さ
ら

に
は
物
資
輸
送
の
在
り
方
の
構
築
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の
対
応

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

【
危
機
管
理
】
11
月
の
総
合
防
災
訓

練
で
は
、
模
擬
支
援
物
資
の
輸
送
、

荷
降
ろ
し
、
荷
捌
き
を
連
動
さ
せ
た

訓
練
を
考
え
て
い
る
。
民
間
事
業
者

と
の
連
携
に
よ
る
物
資
の
管
理
輸
送

体
制
の
構
築
は
、
大
変
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
訓
練
を
通
じ
て

具
体
的
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て

い
く
。

国
道
、
都
道
、
区
道
の
安
全
対
策
を

【
問
】
千
住
汐
入
大
橋
か
ら
千
住
曙

町
へ
歩
い
た
際
、
自
転
車
走
行
注
意

と
歩
行
者
安
全
確
保
の
た
め
の
ポ
ー

ル
や
バ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
で
、
千
住
新
橋
の
北
か
ら
南

へ
の
通
路
に
は
ポ
ー
ル
３
本
の
設
置

の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
安
全

対
策
基
準
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。

【
都
市
建
設
】
千
住
汐
入
大
橋
を
通

る
都
道
314
号
線
周
辺
は
、
都
が
歩
行

者
と
自
転
車
の
接
触
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
、
自
転
車
ス
ピ
ー
ド
抑
制
用
の

バ
ー
と
、
接
触
に
よ
る
怪
我
防
止
用

の
ポ
ー
ル
を
設
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
が
管
理
す
る
千
住
新
橋

の
歩
道
上
は
、
歩
行
者
の
飛
び
出
し

防
止
用
に
ポ
ー
ル
を
設
置
し
て
い
る
。

　

配
置
や
数
は
、
道
路
管
理
者
で
あ

る
国
、
都
及
び
区
が
各
種
基
準
に
基

づ
き
、
環
境
や
納
税
者
意
識
等
を
考

慮
し
て
、
適
切
に
設
置
し
て
い
る
。

千
寿
本
町
小
で
の
教
訓
を
形
に

【
問
】
東
日
本
大
震
災
時
に
、
千
寿

本
町
小
学
校
が
帰
宅
困
難
者
を
受
け

入
れ
た
経
験
は
、
大
変
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。
昨
年
の
第
３
回
定
例
会
で

は
、
そ
の
記
憶
、
記
録
が
散
逸
す
る

前
に
収
集
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
貴
重
な
教
訓
を
い
つ
ま
で

に
形
に
す
る
の
か
。

【
危
機
管
理
】
昨
年
第
１
回
北
千
住

駅
前
滞
留
者
対
策
推
進
協
議
会
で
、

発
災
当
日
の
出
来
事
を
時
系
列
に
ま

と
め
た
資
料
を
配
布
し
、
説
明
し
た
。

こ
の
記
録
を
も
と
に
、
課
題
等
を
整

理
し
、
秋
ま
で
に
避
難
所
運
営
訓
練

等
を
通
じ
て
幅
広
く
周
知
し
て
い
く
。

始
発
駅
と
な
る
北
綾
瀬
駅
の
整
備
を

【
問
】
①
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
の
議

論
内
容
及
び
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

②
乗
降
客
の
増
加
見
込
み
は
ど
う
か
。

③
駐
輪
場
の
増
設
準
備
は
ど
う
か
。

④
保
育
、
学
童
需
要
を
ど
の
よ
う
に

見
込
み
、
充
足
す
る
考
え
か
伺
う
。

⑤
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
の
改
修
で
価
値

の
高
い
活
用
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
市
街
地
】
①
交
通
改
善
計
画
等
を

柱
に
長
期
計
画
と
し
て
交
通
結
節
点

強
化
等
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

内
容
に
踏
み
込
み
、
変
化
す
る
ま
ち

の
未
来
を
住
民
と
共
に
考
え
て
い
く
。

【
都
市
建
設
】
②
１
日
約
５
千
人
の

増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

③
平
成
30
年
度
中
に
北
綾
瀬
南
自
転

車
駐
車
場
を
収
容
可
能
施
設
と
し
て

整
備
予
定
で
、
さ
ら
に
駅
北
東
部
に

民
有
地
の
借
用
交
渉
を
進
め
て
い
く
。

【
待
機
児
】
④
環
境
整
備
基
準
に
基

づ
き
需
要
を
予
測
し
、
認
可
保
育
所

新
規
整
備
、
小
・
中
学
校
の
増
改
築
、

学
童
保
育
増
室
等
を
検
討
し
て
い
く
。

【
み
ど
り
】
⑤
住
民
意
見
等
を
も
と

に
ふ
さ
わ
し
い
活
用
法
を
検
討
す
る
。

将
来
を
見
据
え
た
は
る
か
ぜ
再
考
を

【
問
】
①
六
木
団
地
・
綾
瀬
間
の
は

る
か
ぜ
を
始
発
駅
と
な
る
北
綾
瀬
ま

で
に
短
縮
、
効
率
化
し
て
は
ど
う
か
。

②
一
部
で
減
便
が
相
継
い
で
い
る
。

交
通
弱
者
の
「
足
」
と
し
て
、
安
定

し
た
事
業
と
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
都
市
建
設
】
①
住
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
北
綾
瀬
起
終
点
ル
ー
ト

を
含
め
、
始
発
電
車
の
運
行
ダ
イ
ヤ

を
注
視
し
て
検
討
し
て
い
く
。

②
安
定
的
な
運
行
を
確
保
す
る
た
め
、

個
々
の
路
線
ご
と
の
収
支
状
況
を
把

握
し
、
改
定
協
議
会
に
お
い
て
、
効

果
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

災
害
時
の
非
常
電
源
点
検
の
徹
底
を

【
問
】
①
非
常
用
電
源
が
あ
る
施
設

に
は
年
１
回
、
点
検
報
告
義
務
が
あ

る
が
、
対
象
施
設
数
と
、
そ
の
う
ち

区
が
管
理
す
る
施
設
数
は
い
く
つ
か
。

②
負
荷
運
転
を
徹
底
し
、
呼
び
か
け

や
指
導
を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
危
機
管
理
】
①
概
ね
450
施
設
あ
り
、

区
が
管
理
す
る
の
は
31
施
設
で
あ
る
。

②
消
防
署
で
確
認
し
、
未
実
施
の
場

合
は
指
導
し
て
い
る
。
区
と
し
て
も
、

総
合
防
災
訓
練
関
係
機
関
会
議
等
で

点
検
の
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

　

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、

各
会
派
を
代
表
す
る
議
員

と
無
会
派
の
議
員
が
、
区

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
、
区
政
執
行
に
あ
た

る
区
長
を
は
じ
め
執
行
機

関
の
考
え
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
、
各
質
問
者
の
録
画
映

像
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

代
表
・
一
般
質
問

代表・一般質問を平成30年
6月12日、13日、14日に
開会した第2回定例会本会議
で行いました。

し
ん
し 足

立
区
議
会
自
由
民
主
党

財
政
機
能
が
最
大
限
発
揮
さ
れ

更
な
る
区
政
発
展
へ
!!

　
　

自
由
民
主
党　
　

新　

井　

ひ
で
お　

議
員

区
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に

　
　
　

た
ゆ
ま
ぬ
防
災
対
策
を

　
　

自
由
民
主
党　
　

渡
辺　

ひ
で
あ
き　

議
員

地
域
の
魅
力
を
創
出
す
る
ま
ち

づ
く
り
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
　

自
由
民
主
党　
　

伊
藤　

の
ぶ
ゆ
き　

議
員
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で行いました。


